
契 約 書 別 紙 の 記 入 例 

 

（３）建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（土木工事等）の場合 ＜表面＞ 

 

 

※ 設計図書に再資源化等に関する事項が記載されていない場合にあっても、当該工事に伴い副次的に生ずる

建設資材廃棄物をその種別ごとに分別しつつ当該工事を施工する場合は記入必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①仮設：足場の設置、仮囲い、養生など

②土工：路盤掘削、杭打ち、土砂等の掘

削、盛上げ、締固めを行う工事

該当する｢分別解体等の方法｣欄のﾁｪｯｸ

ﾎﾞｯｸｽ｢□｣にﾁｪｯｸﾏｰｸ｢☑｣を記入する。 

※分別解体等なので新築(新設)工事の

場合でも記入必要。 

※左欄が｢無｣の場合は記入不要。 

※工事の中に特定建設資材が用いられ

た工作物等の解体、取壊し等の工事が

あれば記入必要。 

※特定建設資材廃棄物の発生量に係わ

らず記入必要。 

該当する工事の表の上欄のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ

｢□｣にﾁｪｯｸﾏｰｸ｢☑｣を記入する。 

該当する｢作業内容｣欄のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ｢□｣

にﾁｪｯｸﾏｰｸ｢☑｣を記入する。 

※分別解体の有無に関係なく記入必要。
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